
横田飛行場における施設整備について
　このことについて、防衛省北関東防衛局から下記のとおり情報提供がありましたので、お知らせします。
記

○　北関東防衛局からの情報提供内容
　１　横田基地に所在する施設の定期的な維持管理工事（２０１５米会計年度で実施する施設整備）（環境レビューにおけるフェーズⅠに係る工事）
⑴　格納庫１０２の改装並びに格納庫１の増築及び改築
ＥＲ：既存の格納庫１にシミュレーター／ＡＭＵ（航空機整備ユニット）
を配備、整備格納庫ＡＭＵを既存の格納庫１０２に配備（改修）
工期：２０１７年（平成２９年）１月完成予定

⑵　建物５８４の改修、外部遮断保管施設の建設及び臨時の飛行隊運用施設
の敷地造成
ＥＲ：飛行隊運用事務所－既存の建物番号５８４の近辺に新たなユニッ
ト式建造部を建設、建物番号５８４にＭＲＳＰ（機動即応スペア
パッケージ）／塗装複合施設を配備（修理）、Ｂ５８４付近にＭ
ＳＲＰ外部遮蔽保管庫を建設

工期：２０１７年（平成２９年）１月完成予定

⑶　駐機場の舗装の改修、誘導路待機地点の改修及び緊急用着陸パッドの建設
ＥＲ：ＣＶ－２２の暫定駐機場を建設（誘導路アルファ）／エプロン修理
工期：２０１７年（平成２９年）１月完成予定

⑷　チャフ及びフレア保管施設の建設、弾薬・装備品保管施設の建設並びに多
用途整備施設の建設
ＥＲ：チャフ・フレア保管施設の建設、弾薬・装備保管施設の建設、Ｂ９
０７付近に多用途整備施設を建設
工期：２０１７年（平成２９年）３月完成予定

※　⑴から⑷までの事業は、横田基地に所在する施設の定期的な維持管理のた
めの工事であり、ＣＶ－２２が専用的に使用する施設の工事ではない。
これらの施設は、主に現在横田基地に配備されている部隊・航空機が使用

するが、ＣＶ－２２部隊が専用的に使用する施設の工事が完了し、運用が開
始されるまでの間、ＣＶ－２２とその部隊も一時的に使用する予定である。
２　ＣＶ－２２の部隊が専用的に使用する施設の工事（２０１６～２０２０米会
計年度で実施する施設整備）（環境レビューにおけるフェーズⅡに係る工事）
⑴　飛行場駐機場の建設
ＥＲ：新規の飛行場舗道の建設、ベイアクセス飛行場舗装
工期：２０１８年（平成３０年）２月から２０２０年（平成３２年）９月
までの予定

⑵　格納庫／ＡＭＵ（航空機整備ユニット）の建設

ＥＲ：ＣＶ－２２格納庫／ＡＭＵの建設
工期：２０１８年（平成３０年）１１月から２０２１年（平成３３年）
７月までの予定

⑶　飛行隊施設及び倉庫の建設
ＥＲ：特殊部隊施設の建設、ＭＲＳＰ（機動即応スペアパッケージ）／Ｐ
ＯＳ（平時用在庫）保管施設の建設、群司令部
工期：２０１８年（平成３０年）１０月から２０２１年（平成３３年）９
月までの予定

⑷　シミュレーター施設の建設
ＥＲ：ＣＶ－２２シミュレーターの建設
工期：２０１８年（平成３０年）１１月から２０２１年（平成３３年）
７月までの予定

※ＥＲ：環境レビュー（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ）に記載
の内容
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